
青木 仁志【アチーブメント㈱代表取締役社長】 

あおき・さとし 
1955年北海道生まれ。アチーブメント株式会社代表取締役。
人材開発コンサルティング会社取締役を経て、営業教育専門
の同社を設立。各界から「営業研修ならアチーブメント」とい
う高い評価を得て、その受講生は11万人を突破している。
日本プロスピーカー協会会長。 

29 2005.3 282005.3

　よく経営管理者が、仕事の「委任」

と「遂行」をイコールだと思ってい

る場合がありますが、仕事を任せる

ということと、社員がそれをやり遂

げるということは、必ずしもイコー

ルではありません。任せた仕事を、

社員がやり遂げるとは限らないから

です。 

 「委任」と「遂行」がうまくかみ合

わなければ、結果的にお互いが「負

け・負け」になる可能性が出てしま

います。だからこそ徹底した改善を

図る必要があるのです。 

　原因の一つは、まず社員との間で、

「何のためにこの仕事をするのか」

という仕事の目的、また、「いつま

でにやらなければならないのか」と

いう期日の設定のコンセンサスが十

分に取れていないことが挙げられま

す。 

　中でも最悪なのは、社員の「職務

遂行能力」以前の問題で、「言った」、

「いや、聞いていなかった」という、

よくあるコミュニケーションギャッ

プの問題です。これはお互いの「す

り合わせ」のことですから、社内で

改善していただくしか方法がないよ

うです。 

　もう一つは、仕事の難易度が、本

人の能力を上回っている場合です。

そのようなときは、「適材適所」と

して、必ず本人に合った仕事を割り

当てることを、事前に確認する必要

があります。 

　また「一時に一事」の言葉の通り、

一時に複数の指示を出さないことも

大切です。社員の中で、いくつかの

事を同時に遂行できる能力を持つ人

がいたとすれば、それはよほど優秀

な人で、プロジェクトマネージャー

格の“人財”です。一般的な社員に

は、一つの時に、一つの事をやり遂

げさせ、それで段階を追って自信を

形成してもらうことが、人を育てて

いく時のポイントだと思います。 

  

　「自己概念」という言葉があります。

この言葉は、“その人自身の人間と

しての尊厳の度合い”を指しており、

「能力開発研修」では、人の能力を

左右する最も重要な概念として使わ

れます。一口に「自信」といっても

いいかもしれません。実はこの「自

己概念」こそが、社員の職務遂行能

力を向上させるための秘訣と最も深

く関わっているのです。私はマネジ

メントとは、本人に「依存と甘え」

を捨てさせ、「主体性・自立性」を

持たせることがその王道だと思って

おります。そのためには、本人に、人

生の「目的・目標」を明確に意識さ

せ、自己の存在の価値に気付かせる

ことです。そこから高い自己概念は

形成され、「主体性・自立性」を持

った社員が育っていくようになりま

す。 

　社員一人ひとりの自己概念を高め

るには、基本的に「長所伸展法」が

最も適した手法だと思います。いわ

ゆる「褒め育て」です。長所だけを

見、そこを褒めてあげることで、段

階を追って高い自己概念を形成して

いく方法です。 

 「短所指摘法」ですと、自己概念の

高い人には、一種の発奮剤として、

職務遂行能力は一時的に上がること

があっても、自己概念が低い人にと

っては、「嫌だな」という思いが支

配的になり、中には軽い「うつ」の

ような状態に入っていく人も出てき

てしまいます。そうなればモチベー

ションは下がる一方です。モチベー

ションが下がれば、職務遂行能力に

障害が出て、ますます自己概念が下

がるという、「失敗のサイクル」に

陥ってしまうのです。 

　ですから「長所伸展法」を盛んに

使いながら、常に良好な人間関係を

維持し、本人のレベルに合った仕事

を与え、「職務責任」を明確に、段

階を追った実現をしていけば、職務

遂行能力はだんだんと上がっていく

ようになるでしょう。 

　経営管理者はその時々に、社員に

仕事の内容をプランニングとして落

とし込ませたならば、具体手な手順、

方法を教え、一緒になって目標達成

に向かってサポートしていけばいい

のです。 

　これこそが、社員の職務遂行能力

を高めていく極意ではないでしょう

か。 
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　春は入学の季節である。新入生の

頭は受験で凝り固まっているので、

それを揉みほぐすのが大変である。  

　そこで有効なのが幾何学である。

図形は見ただけでわかるので、学び

の楽しみを体感するのにふさわしい。

しかも、視覚はだまされやすいので、

意外性に富んでいる。  

　次の図に描かれているのは、点、

線分、正方形、立方体である。  

　これらは、0次元、1次元、2次元、

3次元の図形である。常識的にはこ

こでおしまいだが、視点を変えれば

４次元を垣間見ることができる。フ

ラクタルのように次元が分数の図形

を考えることもできるが、ここでは

そこまで踏み込まない。  
 

問題　4次元立方体を考えるとすれ

ば、どんな形に見えるか。  
 

　講義では、ここでしばらく考えて

もらう。ヒントは図の中にある。  

　点、線分、正方形、立方体は、順

に次のように描かれる。点を右に１

移動すると、その軌跡が長さ１の線

分になる。その線分を上に１移動す

ると、その軌跡が正方形ABCDにな 

る。その正方形を手前に１移動する

と立方体になる。これは図から明ら

かである。  

　しかし、我々の住んでいる３次元

空間では、ものは左右・上下・前後

の３方向にしか動かすことができな

い。３次元立方体を（左右・上下・

前後のすべてに垂直な）第４の方向

に動かすことができれば、４次元の

立方体を描けるはずである。しかし、

４番目の方向はないので、常識的に

は無理な相談である。  

　先ほどの３次元立方体の図をもう

一度よく見てみよう。常識的な考え

方に落とし穴はなかっただろうか。

正方形を手前に１移動する、という

ことだったが、果たして、そうなっ

ているだろうか。  

　本当に手前に動かせば、紙面から

飛び出すはずであるが、実際はそう

はなっていない。正方形が紙の上を

斜めに移動しているだけである。こ

こに解決の鍵がある。  

　我々は３次元立方体は左の図のよ

うに見えることを知っている。だか

ら、逆にそういう図を見ると３次元

立方体だと思い込む習性がある。本

当は、紙の上に描かれた平面図形な

のに、立体感を覚えてしまう。  

　絵画の遠近法はそれをうまく利用

して成立している。錯覚を高度に利

用すると、ありえない情景を描いた

不思議なだまし絵も可能になる。読

者も多分見たことがあると思う。  

　紙の上に３次元立方体を描くため

には、第３の方向は必要なかった。

同様に、４次元立方体を描くにも、

第４の方向は必要がない。先ほどと

同じことをもう一度繰り返せばよい

のである。  

　第４の方向に動かすと称して、３

次元立方体の図を紙の上で斜めに動

かせばよい。こうして出来上がった

のが次の図である。我々は4次元図

形を見た経験がないので、4次元的

には見えないが、これが4次元立方

体の一つの描き方である。  

　この方法をさらに進めれば、5次

元の立方体の平面図も描くことがで

きる。 

人 
材 財 

社員の職務遂行能力を向上させる秘訣 

―個の思い、組織の願い、その新しい関係― 

このコーナーは日本数学協会（http://sugaku-bunka.org/）の役員らが輪番で執筆しています。 

職務遂行能力を 
向上させる秘訣 

「委任」と「遂行」は 
イコールではない 


